
 

 

議
員
提
出
第
十
一
号
議
案 

 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書 

  

二
○
二
一
年
三
月
三
一
日
、
改
正
義
務
標
準
法
が
成
立
し
、
小
学
校
の
学
級
編
制
標
準
が
学
年
進
行
に
よ

り
段
階
的
に
三
十
五
人
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
国
会
で
答
弁
し

た
よ
う
に
、
小
学
校
だ
け
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
三
十
五
人
学
級
の
早
期
実
施
、

更
に
は
き
め
細
か
な
教
育
を
行
う
た
め
の
三
十
人
学
級
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。 

学
校
現
場
で
は
、
い
ま
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
貧
困

・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
実
現
す
る

た
め
の
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
本
県
に
お
い
て
は
、
小
学
校
一
・
二
年
生
、
中
学
校
一
年
生
の
三
十
人
以
下
学

級
の
定
数
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
義
務
教
育
は
、
自
治
体
間
・
地
域
間
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
国
の
施
策
と
し
て
財
源
を
保
障
し
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
や
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
地
方
自
治
体

が
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

  
 

令
和
四
年
六
月
二
十
九
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